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新
年
を
迎
え
て



令和５年

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
る

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
秋
頃
か
ら
全
国
的
に
感
染
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
と
積
極
的
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
き
な
影
響
を

受
け
た 

一 

年
と
な
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
、市
で
は
、

国
や
県
、
医
師
会
と
連
携
し
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
進
め
る
と
と
も
に
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等
へ

の
対
策
と
し
て
、
切
れ
目
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
実
施
し
、
幅
広
く
市
民
や
事
業
者
へ
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

一 
方
で
、
感
染
症
対
策
に
取
り
組
み
つ
つ
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
内

外
か
ら
多
く
の
方
が
本
市
を
訪
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
生

き
上
手
常
陸
太
田
を
キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
に
フ
レ
イ
ル
対

策
事
業
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
ほ
か
、
９
月
に
は

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
や
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
加
入
、
11
月
に
は
日
立
市
や
大
子
町
と
と
も
に
関

東
経
済
産
業
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
社
会
変
化
を
地
域
の
産
業
振
興
や
経
済

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
事
業
な
ど
も
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
実
を

結
び
、昨
年
10
月
に
は「
ひ
た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房
」

の
チ
ー
ズ
が
ジ
ャ
パ
ン
チ
ー
ズ
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2
で

金
賞
を
取
る
な
ど
の
成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
春
に
は
、
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

地
の 

一 

部
に
お
い
て
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ

か
、
秋
に
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
茨
城
県
と
の
連
携
に
よ

る
大
規
模
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。引
き
続
き
、

本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、「
幸
せ
を
感
じ
、
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思

う
ま
ち　
常
陸
太
田
」
の
実
現
に
向
け
て
、
４
つ
の

重
点
項
目
（
①
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、②
健
康
で

快
適
な
市
民
生
活
の
実
現
、③
少
子
化
人
口
減
少
対

策
、④
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
）
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
こ
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
常
陸
太
田
」
を
、
よ
り

住
み
や
す
く
、
次
の
世
代
に
負
担
を
残
す
こ
と
な
く

継
承
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き 

一 

年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

常
陸
太
田
市
長
　
宮
田 

達
夫

本年もよろしく
お願いします

令
和
五
年 

一 

月
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常陸太田市民の皆様に謹んで新年
のお喜びを申し上げます。
昨年は、貴市と仙北市との三市連携

交流提携が15周年を迎え、本市におい
て記念行事を開催し、大いに盛り上がり
ました。今後も末永い友好関係が続い
ていきますことを心から願っておりま
す。本年が皆様にとりまして、幸多い年
となりますよう、心からお祈り申し上げ
ます。

穂積 志氏秋田県 秋田市長
姉妹都市

昨年は常陸太田市・秋田市・仙北市の
三市連携交流提携１５周年式典が執り
行われました。これまで三市が佐竹氏
をご縁として交流を深めてこられまし
た事に心より感謝申し上げるとともに、
今後もより一層のお付き合いをお願い
し、仙北市を代表して常陸太田市の皆
さまに謹んで新年のご挨拶を申し上げ
ます。

田口 知明氏秋田県 仙北市長
有縁友好交流都市

常陸太田市の皆様、明けましておめ
でとうございます。皆様方におかれま
しては、お健やかに新春を迎えられた
こととお慶び申し上げます。昨年はよ
うやく「常陸秋そばフェスティバル」や
「うしくWai ワイまつり」が復活し、市
民交流が再開しましたことを大変喜ば
しく思っております。常陸太田市の皆
様のご健勝・ご多幸を深く祈念し、新
年のあいさつといたします。

根本 洋治氏茨城県 牛久市長
姉妹都市

新年明けましておめでとうございま
す。常陸太田市の皆様には、健やかな
新春をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。昨年は、３年ぶりに本市の職員
が「常陸秋そばフェスティバル」に参
加させていただきました。繰り返され
る新型コロナウイルス感染症の感染拡
大により、先の見通せない状況が続き
ますが、「二孝女」の取り持つ縁を更
に深められるよう両市の交流が出来れ
ばと考えております。本年が皆様にと
りまして幸多い年でありますことをお祈
り申し上げ、年頭のあいさつといたし
ます。

中野 五郎氏大分県 臼杵市長
姉妹都市

余姚市民を代表し、常陸太田市民の
皆様に謹んで新年のお喜びを申し上げ
ます。皆様にとって健康で幸多き一年と
なりますよう、心よりお祈り申し上げま
す。朱舜水先生によるご縁で、余姚市
と常陸太田市は友好交流の提携を結び、
以来、着実に市民間の交流を深め、更
に友好都市の関係を締結しました。今
後、両市の友好関係がより深まり、龍泉
山の下で両市の市民代表が共同で植え
た欅の枝葉が茂りますよう、心からお祈
りいたします。新年を迎えるにあたり、
両市の友好交流が末永く続くとともに、
多くの分野で相互協力を強め、より一
層友情が深まることを期待いたします。

沃勇特氏中国 余姚市 人民政府市長
友好都市

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
・

有
縁
友
好
交
流
都
市
か
ら

新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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おめでとうございます

11
月
22
日
、
各
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
第
25
回「
木
の
あ
る
く
ら
し
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
国
土

交
通
大
臣
賞
：
大
和
田 

悠
真
さ
ん（
太
田
小
3
年
）

◆
第
12
回「
奥
久
慈
清
流
ラ
イ
ン
乗
っ
て
み
よ
う
水
郡
線
」

児
童
絵
画
展
　
金
賞
：
小
林 
奈
央
さ
ん（
峰
山
小
3
年
）

◆
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
　
警
察
本
部
長

賞
：
森
山 

心
愛
さ
ん（
峰
山
小
5
年
）

◆
第
73
回
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
知
事
賞
・
第

70
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
　
佳
作
：
和
田 

実

花
さ
ん（
機
初
小
4
年
）

◆
第
73
回
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
統
計
協
会
総

裁
賞
：
マ
ー
テ
ィ
ン 

彩
霞
さ
ん
・
海
野 

朱
星
さ
ん
（
金

砂
郷
小
5
年
）、
島
根 

絢
香
さ
ん
・
藤
咲 

琉
愛
さ
ん
・
斉

藤 

栞
菜
さ
ん（
金
砂
郷
小
6
年
）

◆
第
23
回
い
ば
ら
き
児
童
生
徒
地
図
作
品
展
　
優
秀
賞
：

窪
谷 

美
瑠
さ
ん（
金
砂
郷
小
3
年
）・
窪
谷 

來
春
さ
ん（
金

砂
郷
中
1
年
）

◆
第
41
回
全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
大
会

　
優
秀
特
別
賞（
茨
城
新
聞
社
長
賞
）：
和
田 

環
さ
ん（
瑞

竜
中
3
年
）

◆
少
年
の
主
張
茨
城
大
会
　
優
秀
賞
：
山
下 

由
季
さ
ん

（
瑞
竜
中
3
年
）

◆
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

●
弓
道
の
部　
女
子
団
体　
準
優
勝
：
木
谷 

好
花
さ
ん
（
太
田
中
1
年
）・

石
井 

愛
梨
さ
ん（
太
田
中
2
年
）・
森
田 

夢
璃
亜
さ
ん（
太
田
中
2
年
）

●
弓
道
の
部　
女
子
個
人　
第
4
位
：
森
田 

夢
璃
亜
さ
ん

●
柔
道
女
子
の
部　
ベ
ス
ト
8
：
田
所 

愛
梨
さ
ん（
瑞
竜
中
2
年
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部　
ベ
ス
ト
8
：
瑞
竜
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
代
表　
佐
藤 

大
介
さ
ん
）

●
陸
上
競
技
の
部　
共
通
男
子
3
0
0
0
ｍ　
第
3
位
：
矢
部 

翔
琉
さ
ん

（
峰
山
中
2
年
）

●
陸
上
競
技
の
部　
共
通
男
子
1
5
0
0
ｍ　
第
2
位
：
猿
田 

啓
斗
さ
ん

（
水
府
中
2
年
）

●
陸
上
競
技
の
部　
2
年
男
子
1
0
0
ｍ　
第
8
位
：
荷
見 

匡
さ
ん（
里
美

中
2
年
）

10
月
13
日
に
笠
松
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
た
第
27
回
茨
城
県
健
康
福
祉
祭
い
ば

ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
部
に
お
い
て
、松
平
松
風
会

が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。11
月
16
日
に

出
場
選
手
と
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

役
員
等
の
皆
さ
ん
が
市
長
の
も
と
を
訪

れ
、準
優
勝
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

松
平
松
風
会
が

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
準
優
勝

小
中
学
生
が
各
大
会
・コ
ン
ク
ー
ル
で
活
躍

（左から）西野教育部長、海野さん、マーティンさん、小林さん、
和田さん、大和田さん、斉藤さん、藤咲さん、石川教育長

（上段左から）西野教育部長、荷見さん、猿田さん、
　　　　　　矢部さん、佐藤さん、石川教育長
（下段左から）森田さん、石井さん、木谷さん、和田さん、山下さん、田所さん
＊森山さん、島根さん、窪谷來春さん、窪谷美瑠さんは欠席
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10
月
25
日
、県
立
消
防
学
校
で「
令
和
4
年
度

茨
城
県
消
防
大
会
」が
行
わ
れ
、防
火
・
防
災

思
想
の
普
及
に
関
し
て
多
年
に
渡
り
ご
尽
力

さ
れ
た
方
々
が
県
知
事
や
県
消
防
協
会
長
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。本
市
で
は
、優
良
民
間
防

火
組
織
と
し
て
幼
少
年
女
性
防
火
委
員
会
に

加
入
し
て
い
る
「
世
矢
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
」お
よ
び「
は
す
み
保
育
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
」、「
久
米
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」が

防
災
活
動
を
認
め
ら
れ
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
、
い
ば
ら
き
読

書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
2
に
お
い

て
、読
み
聞
か
せ
団
体「
お
は
な
し
紙
ふ
う

せ
ん
」
に
県
議
会
議
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。同
会
は
、平
成
６
年
か
ら
子

ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
活
動
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
水
府
小
学

校
や
す
い
ふ
こ
ど
も
園
で
の
活
動
の
ほ

か
、
図
書
館
で
の
お
は
な
し
会
を
実
施
す

る
な
ど
、幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
10
日
に
笠
松
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
た
第
39
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会

に
お
い
て
、
市
町
村
対
抗
の
部
に
市

の
代
表
選
手
が
出
場
し
、
５
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、ク
ラ
ブ
対
抗
の
部
で
は
、井
坂

光
利
さ
ん（
春
友
町
在
住
、
世
矢
J
＆

J
所
属
）が
ベ
テ
ラ
ン
優
秀
賞（
60
歳

以
上
の
方
が
対
象
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。

優
良
民
間
防
火
組
織
表
彰

読
み
聞
か
せ
団
体

「
お
は
な
し
紙
ふ
う
せ
ん
」に

県
か
ら
感
謝
状

県
民
駅
伝
競
走
大
会
で
入
賞

おめでとうございます

世矢幼稚園幼年消防クラブ

はすみ保育園幼年消防クラブ久米幼稚園幼年消防クラブ
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＊会場の照明の色により、実際の
作品とは色味が異なって見える
ことについて、ご容赦願います。

想
う

山
崎 

克
一
さ
ん

唐
詩

宍
戸 

富
子
さ
ん

荒
馬
踊
り

萩
庭 

隆
さ
ん

桜
こ
ね
鉢
山
田 

邦
夫
さ
ん

◀左から）石川教育長、
山崎克一さん、宍戸富
子さん、萩庭隆さん、山
田邦夫さん、宮田市長

写真の部書道の部 絵画とデザインの部

陶芸と工芸の部

第６４回市美術展覧会
市長賞受賞者・受賞作品紹介

１２月７～１１日、パルティホー
ルで市美術展覧会（一般の部）
を開催しました。出展数１３３点
のうち、特に優れた５１点が入
賞し、最終日に表彰式を行い
ました。各部門で最も優れた作
品として選ばれた、市長賞の受
賞者・受賞作品を紹介します。

TOPICS
国
道
3
4
9
号
幸
久
大
橋
の
常
陸
太

田
市
側
に
は
ブ
ド
ウ
型
の
街
灯
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
数
基
破
損
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
街
灯
は
幸
久
大

橋
開
通
時
に
特
別
に
作
ら
れ
た
街
灯

の
た
め
、
修
復
に
時
間
を
要
し
ま
し

た
が
、
こ
の
度
新
た
に
設
置
が
完
了

し
、
全
線
に
わ
た
り
点
灯
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
道
路
照
明
の

L
E
D
化
も
行
い
ま
し
た
。
工
事
を

担
当
し
た
常
陸
太
田
工
事
事
務
所
長

は「
市
民
か
ら
の
要
望
に
お
応
え
で

き
て
よ
か
っ
た
。
今
後
も
市
の
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て

連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

幸
久
大
橋
の
街
灯
が

全
線
点
灯
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TOPICS
11
月
21
日
、
常
陸
太
田
大
使
で
音
楽
家
の
マ
シ
コ
タ
ツ

ロ
ウ
さ
ん
が
峰
山
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
校
歌
指
導

を
行
い
ま
し
た
。峰
山
小
学
校
の
校
歌
は
、
昨
年
4
月

の
峰
山
小
開
校
の
際
に
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
が
作

詞
・
作
曲
を
手
掛
け
た
も
の
。マ
シ
コ
さ
ん
は
、
歌
詞

に
込
め
た
想
い
や
イ
メ
ー
ジ
、
歌
い
方
の
コ
ツ
な
ど
を

児
童
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。最
後
に
、
マ
シ
コ
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て
児
童
た
ち
が
校
歌
を
歌
い
、

元
気
な
歌
声
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

11
月
26
日
、
岡
田
町
に
お
い
て
地
元
学
事
業
の
活
動
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。発
表
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
で
作
成
し
た
地
域
の
お

宝（
地
域
資
源
）を
紹
介
す
る
お
宝
マ
ッ
プ
や
、
こ
ん
な

岡
田
町
に
し
た
い
と
い
う
地
元
の
方
の
夢
が
詰
ま
っ

た
将
来
構
想
マ
ッ
プ
の
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。ま

た
、発
表
会
終
了
後
に
は
、地
元
学
事
業
第
１
弾
の「
お

宝
さ
が
し
」
で
見
つ
け
た
町
内
の
お
宝
を
参
加
者
全
員

で
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

12
月
３
・
４
日
、
竜
神
峡
で
「
竜
神
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
〜
ハ

イ
ラ
イ
ン
J
a
m
!
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。全
国
か
ら

集
ま
っ
た
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
総
勢
12
人
が
、
高
さ
１
０
０

ｍ
の
竜
神
大
吊
橋
と
並
行
に
張
ら
れ
た
長
さ
３
５
０
ｍ
、
幅

2.5
㎝
の
ラ
イ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
ハ

イ
ラ
イ
ン
日
本
記
録
は
２
１
５
ｍ
で
し
た
が
、
阿
部
正
樹
さ

ん
（
第
５
回
Ｊ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
公
認
ロ
ン
グ
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

優
勝
者
）が
、３
５
０
ｍ
を
歩
い
て
見
事
に
渡
り
き
り
、日
本

記
録
更
新
を
果
た
し
ま
し
た
。

竜
神
ア
ク
ティ
ビ
ティ

〜
ハ
イ
ラ
イ
ン
J
a
m
!
〜
で

ハ
イ
ラ
イ
ン
日
本
記
録
を
更
新

岡
田
町
で
地
元
学
事
業
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
が
校
歌
指
導
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